大学教育における主体性をはぐくむ授業の創造 : SDGsからの課題研究型授業の実践と評価 by 野中 繁 & Nonaka Shigeru













Creation of Classes for Nurturing Independence in University 
Education 








































































表 1 平成 31年度学科入門ゼミ年間実施計画
平成31年度学科入門ゼミ年間実施計画
科目名 学科入門訳 （教育学科） 対象学年 | 1年 開胃時期 通年




実 スキル・ 表現の到達目璽 教育をめぐる諸テーマについて、他者と話し合ったり自らの考えを明確に話したり書いたりすることができる。
評 方法 課園細郎／課題発表勾％ ／そ0Jfl!I授業唱毀影ヽ の取り組み状況勾％





甜殴討るとともle-＊ポ一トフォリオとしで菩斗入門ぜミのノートを佳肌八そこに読甜滋を記入する （目標年閥閤no冊を必す達成する！ ）。沼慰訳ゼブリオバト）茂取り入れ 2シーズ‘ノ菊庖し、全屯迄-
い、読書への興味を肯む。
・③「人については少人数のグループによる課題研究を通して育成する。グ）レ―万形tである点が3•4年次の卒論等の研究とは異なる。協鋤しで殿酵訣する力、コミュニケーション能力の育成を目的とする。
匝l 月日 学校 嘩 虞濾配田になることがあふ M駁X澪で運略すふ ）
教室
Al 暉 C1 | Dl 
1 4月15日 教育学科で学ぶ 上岡学部長、廣瀬学科長胃義 1102 
2 4月22日 事前課題を活用した授業・小学校見学の悦明 事前課題の振り返り •I」洋牧見学の方法・図書館オリ 8304 
3 4月29日 各クラスオリエンテーション 本授業の目標・内容・評価 7202 7203 7205 7208 
4 5月13日 ビブリオバト）は去ml-1 教貫などによる模擬バトル＋図書館オリ 8304 
5 5月20日 ビブリオバト／は去011-2 クラスを3つに分けた小グ）レープでチャンプ本を決める 7202 7203 7205 I 7208 
6 5月27日 ビブリオバト／"""111-3 チャンプ本による全体バトル 8304 
7 6月3日 専任教員による講義 (A組掴壬｝ 1学年アドパイザーの講義 8304 
8 6月10日 割 によ硯闊島 （B紀担任） 1袢アドバイザ-fJ)舅養 8304 ， 6月17日 1学期の振り返り クラスこと⑪蔀！•ノート提士| 7202 7203 7205 I 7208 
10 6月24日 個人面談 担当アドバイザーの研究室
1 7月1日 専任教員による講義 (C組担任） 1学年アドバイザーの講義 8304 
12 7月8日 専 による舅義 (D組担任｝ 1痒アドパイザ咽輯 8304 
13 7月15日 ビブリオバト）i.<msJJ2-l 前とは別の小グ）レープをチャンプ本を決める 7202 7203 7205 7208 
14 7月22日 ビブリオバト／"""'112-2 チャンプ本による全初(トル 8304 
15 7月29日 小学校見学の振り返り＋交流会① 各クラスてのふりかえり・ノート掲士i 7202 7203 7205 I 7208 
16 8月5日 伺人面談 担当アドバイザーの研究室
17 9月23日 後期の授業について、入学前学習課題からの基慌力確罰テスト 8304 
18 9月30日 課題研究の進め方 研究の進め方・まとめ方について狸解する。 8304 
19 10月7日 研究テーマ設定 グ）レ一刀翫'° Gc:と追求するテーマを決める 7202 7203 7205 7208 
20 10月21日 研究テーマ発表 決定したテーマや研究計画を発表する 7202 7203 7205 7208 
21 10月28日 研究謂直の ＊日程詳紐和乞？ 救急救合法舅習（クフス毎）が屈詩に入る 7202 7203 7205 7208 
22 1月4日 研究調査② 7202 7203 7205 7208 
23 1月1日 研究讃査③ 発疇 (Pp、AO衡望肋社とう 7202 7203 7205 7208 
24 1月18日 研究調査④ 発袈晴 (p、AO栖螢肋：とう 7202 7203 7205 7208 
25 1月25日 3学期の振り返り＋交流会② クラスこと⑪苛』•ノート拇士| 7202 7203 7205 7208 
26 12月2日 個人面談 担当アドバイザーの研究室
z 12月9日 研究成果発表会1 クフス別発表会① 7202 7203 7205 I 7208 
28 12月16日 研究成果発表会1 クラス別発表会2| 7202 7203 7205 7208 
29 12月23日 研究成果発表会1 クラス別発表会③| 7202 7203 7205 7208 
a 1月6日 課題研究の振り返り 全体発表会 8304 
31 1月20日 学科入門ゼミのまとめ 各クラスでの活動・ノート提出 7202 7203 7205 I 7208 






題に落とし込むこと が で き る 。 “ThinkGlobally, Act Locally.’'の理念である。



































結 果 を ま と め 、 考 察 す る
STEPGI得られた結果から仮説を検証する。場合によっては、
テータから新たな間いや仮説を立てる必要があることも。









































































2019年度教職実践演習 （小·中・高 ） •B講座 【野中担当部分】 1209教室






































回数1 月日 内 ｛谷 備 考
①ふりかえり～個人課題抽出～詞査・研究
座席による約8人を1グループとする。グループ活動時には適当に座席を移動する。




2 IB 10/9 I 
②リサーチクエスチョン～仮説の設定～調 • 本時の説明後、教室外での、例えば図書館やPC室での活動を認める。
査・研究の立案 ・時間終了時に本日のまとめレボートを提出する。






4 1B 10/23 I④グループ別研究発表会・研究協議会 つ選ぶ。
・時間終了時に本日のまとめレポートを提出する。
























































1 一般的な調査で終わってしまった。自分の足元の課題までおとせなかった 10 
2 調べた結果からさらに次の課題が見つかること 8 
3 他の班の人も含め全員の報告を聞きたいと思った 4 
4 結局、結論と思えるものを見出すことができなかった 4 



















































6)岡本尚也「課題研究メソッド」 2017年 3月 株式会社振典出版啓林館
